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論文内容の要

高等植物の新規ｱﾐﾉ酸ﾄﾗﾝｽﾎﾟ-ﾀ-様遺伝子について､ﾀﾝﾊﾟｸ質ﾚﾍﾞﾙ

の機能と小胞子形成過程における役割の解明を試みた｡

1)ﾃﾂﾎﾟｳﾕﾘの小胞子母細胞で発現するLIM8遺伝子

LIM8遺伝子はｱﾐﾉ酸ﾄﾗﾝｽﾎﾟ-ﾀ-様のﾀﾝﾊﾟｸ質をｺ-ﾄﾞする｡ L,IM8

mRNAは小胞子母細胞において減数第-分裂前期の対合期から減数分裂完了時ま

で蓄積し､ LIM8ﾀﾝﾊﾟｸ質は減数分裂が完了する前後で著しく蓄積量が増加する

ことを明らかにした｡更に､ﾃｯﾎﾟｳﾕﾘの小胞子母細胞とこれを含む荊において

減数分裂完了時の前後で､分枝側鎖ｱﾐﾉ酸であるﾊﾞﾘﾝとﾛｲｼﾝの遊離ｱﾐﾉ

酸組成比が著しく上昇することを見いだした｡ -方､ LIIM8遺伝子5'上流領域と

ﾙｼﾌｪﾗ-ｾﾞｺ-ﾄﾞ配列の融合遺伝子を小胞子母細胞と葉-導入してその活性を

測走した結果､ L,IM8ﾌﾟﾛﾓ-ﾀ-が小胞子母細胞において特異的に括性化される

ことを明らかにした｡

2) LIM8遺伝子と相同なｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅのAATLl遺伝子

AATLlと命名したｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅのLJM8相同遺伝子について､対応するcDNA

ｸﾛ-ﾝとｹﾞﾉﾐｯｸｸﾛ-ﾝを単離した｡ｱﾐﾉ酸/ｵ-ｷｼﾝﾄﾗﾝｽﾎﾟ-ﾀ

-ﾌｱﾐﾘ-の中でA肌1とLIM8は新規のｻﾌﾞﾌｱﾐﾘ-を形成している｡

AATLl遺伝子は花芽で発現しており,融合遺伝子(AATLl::GUS)を導入した形質

転換ｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅでは､ AATLlﾌﾟﾛﾓ-ﾀ-は花芽においては薪特異的に発硯

することを明らかにした｡以上のことから､ AATLlとL,IM8は小胞子形成過程に

おいて同様の役割を担っていることが示唆された｡ｶﾘﾌﾗﾜ-ﾓｻﾞｲｸｳｲﾙｽ

35Sﾌﾟﾛﾓ-ﾀ-と完仝長AATLJlｺ-ﾄﾞ配列の融合道伝子(35S::AATL,1)を導入

した形質転換ｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅではﾛｾﾞｯﾄ菓の枚数が増加し､頂芽優性が減少した｡

更に､ 35S::AATLJl導人植物では葉と花茎において非特異的ｱﾐﾉ酸ﾄﾗﾝｽﾎﾟ-

ﾀ-遺伝子(AtAAP2)の発硯が消失していた｡ AtAAP2の発硯抑制は､ AATLlがｱ

ﾐﾉ酸ﾄﾗﾝｽﾎﾟ-ﾀ-あるいはｱﾐﾉ酸ｾﾝｻ-として機能することによって引

き起こされると推察した｡また､ｱﾐﾉ末端60残基を欠失したAATLlは同様な

表硯型を引き起こさないことが判明した｡従って､ AATLlの機能発硯にはｱﾐﾉ

末端60残基が重要であると考えられた｡



別紙2

論文審査結果の要旨

申請者の氏名上藤洋敬

申請者は高等植物の新規ｱﾐﾉ酸ﾄﾗﾝｽﾎﾟ-ﾀ-様遺伝子について､小胞子形

成過程における機能と発現制御機構についていくつかの知見を得ている｡

具体的には､ﾃｯﾎﾟｳﾕﾘのLIM8道伝子はｱﾐﾉ末端に特徴的な領域を有す

るｱﾐﾉ酸ﾄﾗﾝｽﾎﾟ-ﾀ-様のﾀﾝﾊﾟｸ質をｺ-ﾄﾞし,小胞子母細胞において減

数第-分裂前期の村合期から減数分裂完了時までの期間で発硯していることを明ら

かにしている｡また､ LIM8ﾀﾝﾊﾟｸ質は小胞子母細胞に局在すること､減数分裂

が完了する前後で著しく蓄積量が増加することを示している｡更に､細胞内所在に

ついて､ -次構造解析､細胞分画実験､組織免疫染色実験から原形質膜に局在する

ことを示唆している｡ -方で､ LIM8遺伝子が発硯する小胞子母細胞とこれを含む

薪において遊離ｱﾐﾉ酸含量の時期的な変動様式についても検討し､減数分裂完了

時の前後において分枝側鎖ｱﾐﾉ酸の組成比が著しく上昇することを明らかにして

いる｡更に､申請者はLIM8遺伝子の5'上流領域を用いてﾌﾟﾛﾓ-ﾀ-活性の

検出と定量的な括性測走を行い､ LIM8ﾌﾟﾛﾓ-ﾀ-が小胞子母細胞特異的に括性

化することを見いだした｡

次に､申請者はL,IM8道伝子と相同性を示すｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅのAATLl遺伝子に

ついてcDNAｸﾛ-ﾝとｹﾞﾉﾐｯｸｸﾛ-ﾝを単離し､ AATLlとLIM8はｱﾐ

ﾉ末端に特徴的な配列を有した新規のｱﾐﾉ酸ﾄﾗﾝｽﾎﾟ-ﾀ-様ｻﾌﾞﾌｱﾐﾘ-

であることや小胞子母細胞を含む花芽で発硯することを明らかにしている｡更に､

申講者はAATLl遺伝子の5'上流領域とGUSの融合遣伝子がｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅの

花芽において小胞子形成過程と花粉成熟過程を通して荊特異的に発硯することを明

らかにし､ AATLlとLIM8は小胞子形成過程において同様の役割を担っているこ

とを指摘した｡また､申請者は完仝長AATLlの強制発硯によってｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅ

の形態が変化すること､非特異的ｱﾐﾉ酸ﾄﾗﾝｽﾎﾟ-ﾀ-遺伝子(AtAAP2)の発

硯が抑制されることを明らかにしている｡

以__1二のように､本論文は高等植物の小胞子形成過程で発硯するｱﾐﾉ酸ﾄﾗﾝｽ

ﾎﾟ-ﾀ-様遺伝子の機能について有用な知見を与えるもので､学術上､応用上員献

するところが大きく､本学博士論文としての要件を満たすものであると判断される｡


